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　20世紀半ば以降における神経学と免疫学の発展は、両者の密接な連関を浮き彫りにし、神経免疫
学隆興の端となった。20世紀後半においては、いくつかの神経難病において免疫学的な解釈モデル
が構築され、神経免疫疾患の概念や診断方法の確立、さらには新たな治療戦略の開発へと繋がった。
さらに最近では、治療アウトカムをより重視した診断方法へとシフトする動きも見え隠れしており、神経
免疫学は診断学から治療学へとパラダイムシフトを起こそうとしている。このように発展した神経免疫
学は、急速に拡大する免疫チェックポイント阻害剤（immune checkpoint inhibitors; ICPIs）の投与
に伴う神経系副作用の診断や治療など他領域連携も大きく期待されるに至った。本講演では多発性
硬化症、重症筋無力症、ICPIsの神経系副作用を例に、20世紀後半から今日に至るまでの神経免疫学
の潮流を俯瞰する。
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